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(57)【要約】
本発明はフェルトパネル（２）を備えた壁要素（１）に
関し、フェルトパネル（２）は少なくとも２つのフェル
ト層を備え、少なくとも１つのフェルト層が少なくとも
１つの上面に三次元構造を有している。この構成におい
て、フェルトパネル（２）は上層（ＯＳ）として平面フ
ェルト層（１１）を備え、フェルトパネル（２）は下層
（ＵＳ）として平面フェルト層（１２）を備え、フェル
トパネル（２）は中層（ＭＳ）として少なくとも１つの
波形フェルト層（２１）を備え、上層（ＯＳ）に隣接す
る波形フェルト層（２１）は、その上面（２１ａ）にお
いて、波形の頂部（２１ｂ）によって形成されている上
側頂点線（２１ｃ）又は頂点の領域にて上層（ＯＳ）に
接続されており、下層（ＵＳ）に隣接する波形フェルト
層（２２）は、その下面（２２ｄ）において、波形の谷
部（２２ｅ）によって形成されている下側頂点線（２２
ｆ）又は頂点の領域にて下層（ＵＳ）に接続されている
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フェルトパネル（２，５２，１０２，１５２，２０２，２５２，３０２，３５２，４０
２，４５２，５０２，５５２，６０２，６５２，７０２，７５２）を備えた壁要素（１，
５１，１０１，１５１，２０１，２５１，３０１，３５１，４０１，４５１，５０１，５
５１，６０１，６５１，７０１，７５１）であって、前記フェルトパネル（２，５２，１
０２，１５２，２０２，２５２，３０２，３５２，４０２，４５２，５０２，５５２，６
０２，６５２，７０２，７５２）は少なくとも２つのフェルト層を備え、少なくとも１つ
のフェルト層は少なくとも１つの上面に三次元構造を有している、壁要素において、
　前記フェルトパネル（２，５２，１０２，１５２，２０２，２５２，３０２，３５２，
４０２，４５２，５０２，５５２，６０２，６５２，７０２，７５２）は、上層（ＯＳ）
として、平面フェルト層（１１，６１，１１１，１６１，２１１，２６１，３１１，３６
１，４１１，５１１，５６１，６６１，７１１，７６１）を備え、
　前記フェルトパネル（２，５２，１０２，１５２，２０２，２５２，３０２，３５２，
４０２，４５２，５０２，５５２，６０２，６５２，７０２，７５２）は、下層（ＵＳ）
として、平面フェルト層（１２，６２，１１２，１６２，２１２，２６２，３１２，３６
２，５６２，６１２，６６２，７１２，７６２）を備え、
　前記フェルトパネル（２，５２，１０２，１５２，２０２，２５２，３０２，３５２，
４０２，４５２，５０２，５５２，６０２，６５２，７０２，７５２）は、中層（ＭＳ）
として、少なくとも１つの波形フェルト層（２１，７１，１２１，１２２，１７１，１７
２，２２１～２２３，２７１～２７３，３２１～３２５，３７１～３７５，５２２，６７
１，６７２，７２１，７２２，７７１）を備え、
　前記上層（ＯＳ）に隣接する前記波形フェルト層（２１，７１，１２１，１７１，２２
１，２７１，３２１，３７１，６７１，７２１，７７１）は、上面（２１ａ）上において
、波形の頂部（２１ｂ）によって形成されている上側頂点線（２１ｃ）又は頂点の領域に
て前記上層（ＯＳ）に接続され、
　前記下層（ＵＳ）に隣接する前記波形フェルト層（２１，７１，１２２，１７２，２２
２，２７２，３２２，３７２，５２２，６７２，７２２，７７２）は、下面（２１ｄ）上
において、波形の谷部（２１ｅ）によって形成されている下側頂点線（２１ｆ）又は頂点
の領域にて前記下層（ＵＳ）に接続されていることを特徴とする壁要素。
【請求項２】
　接触している２つ以上の波形フェルト層を備えたフェルトパネルにおいて、互いに接触
している前記波形フェルト層は、それぞれの頂点線が平行な面内で延びており、かつ、互
いに少なくとも２０°、特に９０°の角度をなしているような方向を向いていることを特
徴とする、請求項１に記載の壁要素。
【請求項３】
　前記フェルトパネル（２０２，２５２，３０２，３５２）は、中層（ＭＳ）として、少
なくとも２つの波形フェルト層（２２１～２２３，２７１～２７３，３２１～３２５，３
７１～３７５）を備え、前記波形フェルト層（２２１～２２３，２７１～２７３，３２１
～３２５，３７１～３７５）同士の間には、平面フェルト層（２１３，２１４，２６３，
２６４，３１３～３１６，３６３～３６６）が中間層（ＺＳ）としてそれぞれ配置されて
おり、各波形フェルト層（２２１～２２３，２７１～２７３，３２１～３２５，３７１～
３７５）は、波形の頂部によって形成されている上側頂点線（２２２ｅ）もしくは頂点の
領域において、及び／又は、波形の頂部によって形成されている下側頂点線（２２１ｆ）
又は頂点の領域において、それぞれが隣接する中間層又は複数の中間層（２１３，２１４
，２６３，２６４，３１３～３１６，３６３～３６６）に接続されていることを特徴とす
る、請求項１に記載の壁要素。
【請求項４】
　同じ平面フェルト層に接続されている波形フェルト層同士は、それぞれの頂点線が平行
な面内で延びており、互いが少なくとも２０°、特に９０°の角度をなすような方向を向
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いていることを特徴とする、請求項３に記載の壁要素。
【請求項５】
　前記フェルトパネルは、１０ｍｍから５０ｍｍの間、好ましくは２０ｍｍから４０ｍｍ
の間、特に３０ｍｍ前後の厚さを有していることを特徴とする、請求項１～４のいずれか
１項に記載の壁要素。
【請求項６】
　前記波形フェルト層は、４ｍｍから２０ｍｍの間、好ましくは６ｍｍから１５ｍｍの間
、特に８ｍｍ前後の厚さの平面フェルト層からプレス加工により製造されることを特徴と
する、請求項１～５のいずれか１項に記載の壁要素。
【請求項７】
　前記波形フェルト層又は複数の波形フェルト層の前記波形の頂部同士の間、及び、前記
波形フェルト層又は複数の波形フェルト層の前記波形の谷部同士の間には、空洞（Ｈ）が
形成されていることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の壁要素。
【請求項８】
　前記フェルトパネルが少なくとも１つの島状領域（ＩＢ１，ＩＢ２，ＩＢ３）を備え、
該領域内では、前記平面フェルト層と前記少なくとも１つの波形フェルト層が、全面にお
いて平らな状態で互いに重なって広がっており、特に全面で接合されていることを特徴と
する、請求項７に記載の壁要素。
【請求項９】
　前記島状領域は、全周囲にわたって閉鎖された周縁領域として構成されていることを特
徴とする、請求項８に記載の壁要素。
【請求項１０】
　前記フェルトパネルは、前記少なくとも１つの島状領域に隣接する嵩高領域における厚
さが、前記少なくとも１つの島状領域における前記フェルトパネルの厚さよりも厚く、こ
れらの厚さは各々、前記平面フェルト層のうちの１つの広がりに直交して測定されている
ことを特徴とする、請求項８に記載の壁要素。
【請求項１１】
　前記島状領域は、前記フェルトパネルの周りに、その外縁において一区画のみに広がる
周縁領域として構成されている、もしくは、前記複数の島状領域は、前記フェルトパネル
の周りに、その外縁において数個の区画として互いに離間して配置されている複数の周縁
領域として構成されていることを特徴とする、請求項８に記載の壁要素。
【請求項１２】
　前記壁要素は前記フェルトパネルに加えて支持部を備えていることを特徴とする、請求
項１～１１のいずれか１項に記載の壁要素。
【請求項１３】
　前記支持部は基部と少なくとも１つのロッドとを備えており、前記ロッドは前記フェル
トパネルの前記空洞のうちの１つに適合して、前記フェルトパネルが前記支持部によって
担持されるように前記ロッドを前記空洞に挿入可能であることを特徴とする、請求項１２
に記載の壁要素。
【請求項１４】
　前記支持部は少なくとも１つのロッドを備え、前記ロッドは、両側の端部において前記
フェルトパネルから突出するように、前記空洞のうちの１つを通って延びることを特徴と
する、請求項１２に記載の壁要素。
【請求項１５】
　前記フェルト層同士は、接着剤を使用する接合加工によって、特に接着剤を使用する接
着加工によって、及び／又は、接着剤を使用しない接合加工、特に溶接加工、好ましくは
超音波溶接又は振動溶接によって、接続されていることを特徴とする、請求項１～１４の
いずれか１項に記載の壁要素。
【請求項１６】
　フェルトパネルを備えた壁要素であって、前記フェルトパネルは少なくとも２つのフェ
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ルト層を備え、少なくとも１つのフェルト層は少なくとも１つの上面に三次元構造を有し
ている、壁要素において、
　（図２０ａ）前記壁要素はいくつかの押圧された箇所を有しており、前記押圧された箇
所は、該押圧された箇所の領域内では全てのフェルト層が次々と重なって平らに広がるよ
うに構成されており、特に前記押圧された箇所の真ん中の領域は、全てのフェルト層を貫
通するノッチの形態の開口を備えており、又は、
　（図２０ｃ）第１波形フェルト層と第２波形フェルト層はともに互いの形状に嵌まって
おり、隣接する区画における２つの前記フェルト層は、隣接する区画が異なる厚さを有す
るように、異なるプレス力を用いて接合されており、２つの前記フェルト層は特に、断面
が台形状のフェルト層として形成されており、これら２つのフェルト層は特に平面上層と
平面下層との間に配置され、シート状をなすように該平面上層及び平面下層に対して部分
的に接合されており、又は、
　（図２０ｄ）断面が台形状のフェルト層が平面上層と平面下層との間に配置され、シー
ト状をなすように該該平面上層及び平面下層に対して部分的に接着されており、又は、
　（図２０ｅ，図２０ｆ）断面が台形状の２つのフェルト層が、互いに平行に延びて断面
が六角形である複数の空洞を形成するように、シート状をなすように部分的に接合されて
おり、これら２つのフェルト層は特に平面上層と平面下層との間に配置され、シート状を
なすように該平面上層及び平面下層に対して部分的に接合されており、断面が台形状の前
記フェルト層の間には特に平面フェルト層が配置されて、中空の管状部を半分に分割して
おり、又は、
　（図２０ｇ～図２０ｌ）断面が台形状の少なくとも２つのフェルト層が、互いからずら
して配置され、かつ／あるいは、互いの位置関係がねじれており、シート状をなすように
互いに対して部分的に接合されており、前記断面が台形状のフェルト層は特に平面上層と
平面下層との間に配置され、シート状をなすように該平面上層及び平面下層に対して部分
的に接合されており、前記断面が台形状のフェルト層の少なくとも１つは特に開口を有し
ており、又は、
　（図２０ｇ～図２０ｌ）間に平面フェルト層が配置された、断面が台形状の少なくとも
２つのフェルト層が、互いからずらして配置され、かつ／あるいは、互いの位置関係がね
じれていており、シート状をなすように前記平面フェルト層に部分的に接合されており、
前記断面が台形状のフェルト層は特に平面上層と平面下層との間に配置され、特にシート
状をなすように該平面上層及び平面下層に対して部分的に接合されており、前記断面が台
形状のフェルト層の少なくとも１つは特に開口を有していることを特徴とする、特に請求
項１～１５のいずれか１項に記載の壁要素。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は請求項１の前提部分に記載の壁要素に関する。
　特開平１０－７２８８３号から、フェルトパネルを備え、フェルトパネルが少なくとも
２つのフェルト層を有し、少なくとも１つのフェルト層が少なくとも１つの上面に三次元
構造を有している壁要素が公知である。このような壁要素の製造は、切断工程のせいで技
術的に難しい。
【０００２】
　本発明が解決しようとする課題は、特に１つの嵩高領域において全面での接合をしない
ようにした状態で製造されている、少なくとも３層の純フェルトパネルを備えた壁要素を
提供することである。さらに、本発明は、フェルト層の製造工程を容易にするという課題
を解決しようとしている。最後に、本発明は、最も多様な要件を満たすために、追加のフ
ェルト層によって、壁要素の厚さを容易に適合させるという課題を解決しようとしている
。
【０００３】
　上記課題は、請求項１の特徴を示す、請求項１の前提部分の特徴に基づいて解決される
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。各下位請求項は、効果的かつ好適な、さらなる変形例を提供している。
　本発明においてクレームされる、フェルトパネルを備えた壁要素において、フェルトパ
ネルは、その上層として平面フェルト層を、その下層として平面フェルト層を、その中層
として少なくとも１つの波形フェルト層を備え、上層に隣接する波形フェルト層は、その
上面上において、波形の頂部によって形成されている上側頂点線又は頂点の領域にて上層
に接続されており、下層に隣接する波形フェルト層は、その下面上において、波形の谷部
によって形成されている下側頂点線又は頂点の領域にて下層に接続されている。このよう
にして、純物質の少なくとも３層構造の複合体が製造されており、この複合体では、個々
のフェルト層の間において全面で接続されることが回避されている。波形フェルト層を上
面と下面とに接して使用するおかげで、３層構造及び多層構造のフェルトパネルの場合に
、材料を増大させることを回避することができる。平面フェルト層と両側を波形にした少
なくとも１つのフェルト層とからフェルトパネルを構成することによって、製造方法は、
切断する工程と、切断片の一部分を成形する工程と、全ての切断片を接合する工程のみを
含むこととなる。特に、加工の安全性の面で重大な単一のフェルト層の分割が、本発明に
記載の複合体では必要とされない。
【０００４】
　さらに、接触している２つ以上の波形フェルト層を備えたフェルトパネルにおいて、互
いに接触している波形フェルト層同士を、それぞれの頂点線が平行な面内で延びており、
かつ、互いに対して少なくとも２０°、特に９０°の角度をなすような方向に向けてもよ
い。このようにして、フェルトパネルは多方向の向きに対する曲げ剛性を有する。
【０００５】
　また、フェルトパネルにおいて、中層として少なくとも２つの波形フェルト層と、各波
形フェルト層同士の間に中間層として平面フェルト層とを有していてもよく、各波形フェ
ルト層は、波形の頂部によって形成されている上側頂点線又は頂点の領域において、かつ
／あるいは、波形の頂部によって形成されている下側頂点線又は頂点の領域において、そ
れぞれが隣接する中間層又は複数の中間層に接続される。フェルトパネルをこのように構
成することで、フェルトパネルの全てのフェルト層が、線状あるいは点状の複数の接続部
によって、互いに確実に接合される。
【０００６】
　また、中間層として平面フェルト層を備えたフェルトパネルの場合、同じ平面フェルト
層に接続されている波形フェルト層は、互いの位置関係が、それぞれの頂点線が平行な面
内で延びており、かつ、互いに対して少なくとも２０°、特に９０°の角度をなすような
方向に向けられていてもよい。このようにして、フェルトパネルに、複数の方向における
曲げ剛性が与えられている。
【０００７】
　フェルトパネルは、１０ｍｍから５０ｍｍの間、好ましくは２０ｍｍから４０ｍｍの間
、特に３０ｍｍ前後の厚さを有するように構成されてもよい。このような寸法のフェルト
パネルは、ピンボードや間仕切り壁としての使用に適している。
【０００８】
　波形フェルト層のために、４ｍｍから２０ｍｍの間、好ましくは６ｍｍから１５ｍｍの
間、特に８ｍｍ前後の厚さの平面フェルト層が使用されてもよく、波形フェルト層はプレ
ス加工により製造されている。このようなフェルト層は固有の安定性が良く、これにより
、このようなフェルト層は取り扱う過程で不要なねじれを生じてしまうこともなく容易に
取り扱えるため、加工が容易になる。
【０００９】
　波形フェルト層又は複数のフェルト層の波形の頂部同士の間、及び、波形フェルト層又
は複数のフェルト層の波形の谷部同士の間に、空洞が形成されてもよい。このようにして
、フェルトパネルの曲げやねじれに対する剛性が増し、また、これにより、フェルトパネ
ルの防音性と断熱性の両方が向上する。
【００１０】
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　さらに、少なくとも１つの島状領域を有するようにフェルトパネルを構成してもよく、
この島状領域内では、平面フェルト層と少なくとも１つの波形フェルト層が、全面におい
て平らな状態で互いに重なって広がっており、特に全面で接合されている。１つ以上の島
状領域を形成しているため、フェルトパネルの力学的性質をさらに高めることができ、特
に、辺長がメートル規模の大きなフェルトパネルに対して、十分な固有の安定性を与える
こともできる。
【００１１】
　島状領域は、全周囲にわたって閉鎖されている周縁領域として構成していてもよい。こ
のようにして、空洞はフェルトパネルの外縁に対して閉鎖されており、これにより損傷及
び／又は汚損から保護されている。さらに、フェルトパネルは、島状領域によって作成さ
れた環状部によって強化されている。
【００１２】
　フェルトパネルは、少なくとも１つの島状領域に隣接する嵩高領域の厚さが、少なくと
も１つの島状領域内のフェルトパネルの厚さよりも厚く、これらの厚さは各々、平面フェ
ルト層のうちの１つの広がりに直交して測定されている。島状領域の厚さの方が薄いため
、島状領域は特に加工しやすい。
【００１３】
　また、島状領域を、フェルトパネルの周りに、その外縁において一区画にのみ広がる周
縁領域として構成してもよく、あるいは、複数の島状領域を、フェルトパネルの周りに、
その外縁において数個の区画として互いに間隔をあけて配置されている複数の周縁領域と
して構成してもよい。このようにして、フェルトパネルは強化され、また同時に、空洞内
の水分の吸い取りや空洞外への排出がさらに維持されるように、開放された空洞も保持し
ている。
【００１４】
　壁要素は、フェルトパネルに加えて支持部を備えていてもよい。フェルトパネルと相互
に作用する支持部のおかげで、フェルトパネルをずれないようにしっかり固定して位置決
めし、パネルをさらに強化することができる。
【００１５】
　基部と少なくとも１つのロッドとを有するように支持部を構成してもよく、ロッドはフ
ェルトパネルの空洞のうちの１つに適合しており、フェルトパネルが支持部によって担持
されるようにロッドを空洞に挿入可能である。このようにして、ロッド及び支持部の容易
な接続が確実になされる。
【００１６】
　さらに、支持部には少なくとも１つのロッドを設けることができ、ロッドは、両側の端
部においてフェルトパネルから突出するように、空洞のうちの１つを通って延びる。
　個々のフェルト層同士を接続するために、フェルト層同士は、接着剤を使用する接合加
工によって、特に接着剤を使用する接着加工によって、及び／又は、接着剤を使用しない
接合加工、特に溶接加工、好ましくは超音波溶接又は振動溶接によって、接続されてもよ
い。このような方法を、簡素な技術手段で実施することができる。
【００１７】
　本発明の概念において、波形フェルト層とは、弧状の波形フェルト層及びジグザグ状の
波形フェルト層の両方、ならびに、具体的には成形工程で製造される、特にエンボス型を
使用して、特に加熱作用下で製造される、断面が台形状の波形フェルト層を意味するもの
と解釈される。本発明の観念において、断面が台形状の波形フェルト層に関して、上側頂
点線及び下側頂点線とは、上側頂上面及び下側頂上面を意味する。
【００１８】
　本発明のさらなる詳細は、模式的に表示された例示の実施形態により各図面中に説明さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
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【図１】第１フェルトパネルを備えた第１壁要素の部分斜視図であり、フェルトパネルは
、１つの波形フェルト層と２つの平面フェルト層とを備えている。
【図２】第２フェルトパネルを備えた第２壁要素の部分斜視図であり、フェルトパネルは
、１つの波形フェルト層と２つの平面フェルト層とを備えている。
【図３】第３フェルトパネルを備えた第３壁要素の部分斜視図であり、フェルトパネルは
、２つの波形フェルト層と２つの平面フェルト層とを備えている。
【図４】第４フェルトパネルを備えた第４壁要素の部分斜視図であり、フェルトパネルは
、２つの波形フェルト層と２つの平面フェルト層とを備えている。
【図５】第５フェルトパネルを備えた第５壁要素の部分斜視図であり、フェルトパネルは
、３つの波形フェルト層と４つの平面フェルト層とを備えている。
【図６】第６フェルトパネルを備えた第６壁要素の部分斜視図であり、フェルトパネルは
、３つの波形フェルト層と４つの平面フェルト層とを備えている。
【図７】第７フェルトパネルを備えた第７壁要素の部分斜視図であり、フェルトパネルは
、５つの波形フェルト層と６つの平面フェルト層を備えている。
【図８】第８フェルトパネルを備えた第８壁要素の部分斜視図であり、フェルトパネルは
、５つの波形フェルト層と６つの平面フェルト層とを備えている。
【図９】周縁領域が全周で閉鎖されている正方形の第９フェルトパネルを備えた第９壁要
素の図である。
【図１０】周縁領域が全周で閉鎖されている三角形の第１０フェルトパネルを備えた第１
０壁要素の図である。
【図１１】周縁領域が全周で閉鎖されている円形の第１１フェルトパネルを備えた第１１
壁要素の図である。
【図１２】第１２壁要素の第１２フェルトパネルの平面図であり、第１２フェルトパネル
は正方形であり、３辺で閉鎖されている周縁領域と１辺で開放されている周縁領域とを有
する。
【図１３】図１２に示されている第１２フェルトパネルの第１２壁要素の支持部の側面図
である。
【図１４】図１２に示されている第１２フェルトパネルと図１３に示されている支持部と
で形成されている第１２壁要素である。
【図１５】図１４の切断線ＸＶ－ＸＶにおける断面図である。
【図１６】第１３壁要素であり、第１３壁要素のフェルトパネルは、２辺で閉鎖されてい
る周縁領域と２辺で開放されている周縁領域とを有している。
【図１７】構成が図３に示されている第３壁要素に相当する第１４壁要素の部分斜視図で
あり、１つのフェルトパネルが３つの島状領域を有している。
【図１８】構成が図３に示されている第３壁要素に相当する第１５壁要素の部分斜視図で
あり、１つのフェルトパネルが３つの島状領域を有している。
【図１９】構成が図１に示されている第１壁要素に相当する第１６壁要素の部分斜視図で
あり、１つのフェルトパネルがアーチ形である。
【図２０ａ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｂ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｃ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｄ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｅ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｆ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｇ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｈ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｉ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｊ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｋ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
【図２０ｌ】壁要素又はその個々の層のさらなる変形実施形態である。
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【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１は、第１フェルトパネル２を備えた第１壁要素１の部分斜視図を示したものであり
、ここでフェルトパネル２とは、１つの波形フェルト層２１と２つの平面フェルト層１１
，１２とを示している。第１平面フェルト層１１は上層ＯＳを、第２平面フェルト層１２
は下層ＵＳを、波形フェルト層２１は中層ＭＳをそれぞれ構成している。上層ＯＳに隣接
する波形フェルト層２１は、上面２１ａ上において、波形の頂部２１ｂが形成する上側頂
点線２１ｃの領域にて上層ＯＳに接続されている。下層ＵＳに隣接する波形フェルト層２
１は、下面２１ｄ上において、波形の谷部２１ｅが形成する下側頂点線２１ｆの領域にて
下層ＵＳに接続されている。ここでは、フェルト層１１，１２とフェルト層２１との接続
は、図示していない接着剤で行われている。波形フェルト層２１は、ジグザグ状の波形フ
ェルト層２１として構成されており、平面フェルト層から、２つの金型の間でのプレス成
形にて形成されている。周縁領域Ｒによって形成された島状領域ＩＢでは、波形フェルト
層２１は、平面フェルト層１１，１２の間で平らにプレスされ、全面で両層に接着されて
いる。変形していない嵩高領域Ｖでは、波形の頂部２１ｂと上側フェルト層１１との間、
及び波形の谷部２１ｅと下側フェルト層１２との間に、フェルト層２１の三次元構成によ
って、互いに平行に延びている空洞Ｈがいかにそれぞれ形成されているかに気が付くこと
ができるであろう。嵩高領域Ｖにおいて、フェルトパネル２は厚さＤＶを有し、この厚さ
ＤＶは、フェルトパネル２が周縁領域Ｒにおいて有する厚さＤＲよりも厚い。フェルトパ
ネル２に用いられているフェルト材料とともに、これらの空洞Ｈによって、壁要素１は、
防音材としての特に優れた特性が得られる。さらに、フェルトパネル２を純物質で構成す
ることによって、フェルトパネル２のリサイクルがしやすくなる。
【００２１】
　図２は、第２フェルトパネル５２を備えた第２壁要素５１の部分斜視図を示したもので
あり、ここでフェルトパネル５２とは、１つの波形フェルト層７１と２つの平面フェルト
層６１，６２とを嵩高領域Ｖに示している。壁要素５１は、図１に示されている壁要素と
同様に設計されている。図１とは、波形フェルト層７１が、ジグザグ状の波形フェルト層
ではなく、波状の波形フェルト層として構成されている点のみが異なっている。
【００２２】
　図３は、第３フェルトパネル１０２を備えた第３壁要素１０１の部分斜視図を示したも
のであり、ここでフェルトパネル１０２は、２つの波形フェルト層１２１，１２２と２つ
の平面フェルト層１１１，１２２とを備えている。第３フェルトパネル１０２の基本的な
構成に関しては、図１の説明を参照されたい。平面フェルト層１１１は上層ＯＳを構成し
、平面フェルト層１１２は下層ＵＳを構成している。波形フェルト層１２１，１２２は中
層ＭＳを構成している。ここで、フェルト層１１１とフェルト層１２１，及びフェルト層
１１２とフェルト層１２２はそれぞれ、図１で説明したように、壁要素１０１の嵩高領域
Ｖ内で接合されている。２つの波形フェルト層１２１，１２２の頂点線１２１ｆ，１２２
ｃは互いに対して９０°の角度で延びているため、上側波形フェルト層１２１は、その下
側頂点線１２１ｆによって、下側波形フェルト層１２２の上側頂点線１２２ｃに点状に接
合されている。壁要素１０１及びフェルトパネル１０２の周縁領域Ｒとして構成されてい
る島状領域ＩＢ１は４層構造であり、４つのフェルト層は全て平らにプレスされて、接着
されている。
【００２３】
　図４は、第４フェルトパネル１５２を備えた第４壁要素１５１の部分斜視図を示したも
のであり、フェルトパネル１５２は、２つの波形フェルト層１７１，１７２と２つの平面
フェルト層１６１，１６２とを備えている。壁要素１５１は、図３に示されている壁要素
と同様に設計されている。図３とは、波形フェルト層１７１，１７２が、ジグザグ状の波
形フェルト層ではなく、波状の波形フェルト層として構成されている点のみが異なる。
【００２４】
　図５は、第５フェルトパネル２０２を備えた第５壁要素２０１の部分斜視図を示したも
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のであり、フェルトパネル２０２は、３つの波形フェルト層２２１，２２２，２２３と４
つの平面フェルト層２１１，２１２，２１３，２１４とを備えている。第１平面フェルト
層２１１は上層ＯＳを構成し、第２平面フェルト層２１２は下層ＵＳを構成している。第
３平面フェルト層２１３と第４平面フェルト層２１４はそれぞれ中間層ＺＳを構成してい
る。中間層ＺＳは波形フェルト層２２１，２２２，２２３の間にあり、これらとともに中
層ＭＳを構成している。第５フェルトパネル２０２の基本的な構成に関しては、図１の説
明を参照されたい。フェルト層２１１とフェルト層２２１，及びフェルト層２１２とフェ
ルト層２２２はそれぞれ、図１で説明したように、壁要素２０１の嵩高領域Ｖ内で接合さ
れている。嵩高領域Ｖにおいて、上側波形フェルト層２２１は、その下側頂点線２２１ｆ
によって、上側中間層ＺＳつまり２１３に接合されており、下側波形フェルト層２２１は
、その上側頂点線２２２ｅによって、下側中間層ＺＳつまり２１４に接合されている。真
ん中の波形フェルト層２２３は、上側頂点線２２３ｅによって上側中間層ＺＳつまり２１
３に接合され、かつ、下側頂点線２２３ｆによって下側中間層ＺＳつまり２１４に接合さ
れている。壁要素２０１又はフェルトパネル２０２の周縁領域Ｒとして形成されている島
状領域は７層構造であり、７つのフェルト層は全て平らにプレスされて、接着されている
。上側波形フェルト層２２１と下側波形フェルト層２２２のそれぞれの空洞Ｈは互いに平
行に延びている。真ん中の波形フェルト層２２３の空洞Ｈは、上側波形フェルト層２２１
と下側波形フェルト層２２２のそれぞれの空洞Ｈを横切るように延びている。
【００２５】
　図６は、第６フェルトパネル２５２を備えた第６壁要素２５１の部分斜視図を示したも
のであり、フェルトパネル２５２は、３つの波形フェルト層２７１，２７２，２７３と４
つの平面フェルト層２６１，２６２，２６３，２６４とを備えている。壁要素２５１は、
図５に示されている壁要素と同様に設計されている。図５とは、波形フェルト層２７１，
２７２，２７３が、ジグザグ状の波形フェルト層ではなく、波状の波形フェルト層として
構成されている点のみが異なる。
【００２６】
　図７は、第７フェルトパネル３０２を備えた第７壁要素３０１の部分斜視図を示したも
のであり、フェルトパネル３０２は、５つの波形フェルト層３２１～３２５と６つの平面
フェルト層３１１～３１６を備えている。その構成に関しては、図５の説明を参照された
い。なぜなら、図７に示されている例示の実施形態においては、付加的な波形層３２４，
３２５と付加的な平面層３１５，３１６によって中層ＭＳが拡張されたものであるが、中
層ＭＳにおいて波形フェルト層と平面フェルト層が交互に配列されている基本構成は保た
れているからである。
【００２７】
　図８は、第８フェルトパネル３５２を備えた第８壁要素３５１の部分斜視図を示したも
のであり、フェルトパネル３５２は、５つの波形フェルト層３７１～３７５と６つの平面
フェルト層３６１～３６６とを備えている。壁要素３５１は、図７に示されている壁要素
と同様に設計されている。図７とは、波形フェルト層３７１～３７５が、ジグザグ状の波
形フェルト層ではなく、波状の波形フェルト層として構成されている点のみが異なる。
【００２８】
　図９は、フェルトパネル４０２を備えた第９壁要素４０１の図を示したものである。こ
こで、本図は、平面フェルト層４１１から形成されているフェルトパネル４０２の上層Ｏ
Ｓの平面図である。この平面図において、嵩高領域Ｖと、嵩高領域Ｖを完全に取り囲み、
周縁領域Ｒとして構成されている島状領域ＩＢ１とをはっきりと認識できるであろう。フ
ェルトパネル４０２はここでは、嵩高領域Ｖと島状領域ＩＢ１の両方において、形状が正
方形である。
【００２９】
　図１０は、フェルトパネル４５２を備えた第１０壁要素４５１の図を示したものである
。ここで、本図は、平面フェルト層４５１から形成されているフェルトパネル４５２の上
層ＯＳの平面図である。この平面図において、嵩高領域Ｖと、嵩高領域Ｖを完全に取り囲
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み、島状領域ＩＢ１として構成されている周縁領域Ｒとをはっきりと認識できるであろう
。フェルトパネル４５２はここでは、嵩高領域Ｖと島状領域ＩＢ１の両方において、形状
が三角形である。
【００３０】
　図１１は、フェルトパネル５０２を備えた第１１壁要素５０１の図を示したものである
。ここで、本図は、平面フェルト層５１１から形成されているフェルトパネル５０２の上
層ＯＳの平面図である。この平面図において、嵩高領域Ｖと、嵩高領域Ｖを完全に取り囲
み、島状領域ＩＢ１として構成されている周縁領域Ｒとをはっきりと認識できるであろう
。フェルトパネル５０２はここでは、嵩高領域Ｖと島状領域ＩＢ１の両方において、形状
が円形である。
【００３１】
　図１２は、第１２壁要素５５１の第１２フェルトパネル５５２を示したものであり、第
１２フェルトパネル５５２は形状が正方形であり、３辺を囲む周縁領域Ｒａとして構成さ
れた島状領域ＩＢ１を備えているため、嵩高領域Ｖは一辺Ｓ５５２において、フェルトパ
ネル５５２の１つの外縁Ｕに対して開放された状態で構成されている。よって、フェルト
パネル５５２の空洞Ｈはこの辺では開放されている。
【００３２】
　図１３は、第１２壁要素５５１の支持部Ｔを側面図で示したものである。支持部Ｔは、
図１２に示されているフェルトパネル５５２の組み立てに供されるものである。支持部Ｔ
は、台５８１と、台５８１に接合されている２つのロッド５８２，５８３からなる。
【００３３】
　図１４は、第１２壁要素５５１を組み立てた形態で示したものである。組み立て工程に
おいて、支持部Ｔは自身のロッド５８２，５８３で、辺Ｓ５５２においてフェルトパネル
５５２内に、中層ＭＳ内のフェルトパネル５５２の嵩高領域Ｖ内に形成されている空洞Ｈ
内へとロッド５８２，５８３が導かれるように（図１５参照）押し込まれている。フェル
トパネル５５２の嵩高領域Ｖ内でのロッド５８３の配置は、図１５に示されている断面図
で見ることができる。中層ＭＳは、２つの平面フェルト層５６１，５６２の間にある波形
フェルト層５７１によって形成されており、平面フェルト層５６１，５６２は、上層ＯＳ
と下層ＵＳをそれぞれ構成している。
【００３４】
　図１６は第１３壁要素６０１を示したものである。壁要素６０１は、フェルトパネル６
０２と、２つのロッド６３１，６３２から形成される支持部Ｔとを備えている。フェルト
パネル６０２は、嵩高領域Ｖと、周縁領域Ｒａ，Ｒｂとして構成された、対向する２つの
島状領域ＩＢ１，ＩＢ２とを有している。島状領域ＩＢ１，ＩＢ２の間で、嵩高領域Ｖは
、フェルトパネル６０２のうちの２辺Ｓ６０２ａ，Ｓ６０２ｂにある外縁Ｕにおいて開放
されている。嵩高領域Ｖにおいて、上側のロッド６３１は、フェルトパネル６０２の中層
ＭＳ内に形成されている空洞Ｈを貫通している。嵩高領域Ｖにおいて、下側のロッド６３
２も同様に、フェルトパネル６０２の中層ＭＳ内に形成されている空洞Ｈを通って延びて
いる。フェルトパネル６０２から突出しているロッド６３１，６３２の端部６３１ａ，６
３１ｂ又は端部６３２ａ，６３２ｂにおいて、壁要素６０１の掛着や固定が簡単に行える
。
【００３５】
　図１７は、構成が図３に示されている第３壁要素に相当する第１４壁要素６５１の部分
斜視図を示したものであり、壁要素６５１のフェルトパネル６５２は３つの島状領域ＩＢ
１，ＩＢ２，ＩＢ３を備えている。ここでは、第１島状領域ＩＢ１は周縁領域Ｒとして構
成されており、第２島状領域ＩＢ２と第３島状領域ＩＢ３はそれぞれ中間の島状部として
、フェルトパネル６５２の嵩高領域Ｖ内に配置され、２つの島状領域ＩＢ２，ＩＢ３は、
第１波形フェルト層６７１と第２波形フェルト層６７２の間にある鏡映面ＳＥに関して鏡
映対称で配置されている。ここで２つの島状領域ＩＢ２，ＩＢ３はそれぞれ、両側ポケッ
トＴＡ２ａ，ＴＡ２ｂ，及び両側ポケットＴＡ３ａ，ＴＡ３ｂとして構成されており、両
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側ポケットＴＡ２ａ，ＴＡ２ｂ，及び両側ポケットＴＡ３ａ，ＴＡ３ｂは、上層ＯＳ及び
下層ＵＳを構成する、外側にある平面フェルト層６６１，６６２から形成されており、波
形層６７１，６７２を平らにプレスして形成されている。ここで４つのフェルト層６６１
，６６２，６７１，６７２は、島状領域ＩＢ２，ＩＢ３内で平らにプレスされて接合され
ている。
【００３６】
　図１８は、構成が図３に示されている第３壁要素に相当し、フェルトパネル７０２を備
えた第１５壁要素７０１の部分斜視図を示したものである。図１７に示されている壁要素
と同様に、図１８に示されている壁要素７０１もまた３つの島状領域ＩＢ１，ＩＢ２，Ｉ
Ｂ３を有している。図１７に示されているフェルトパネルとは異なり、これらの領域は、
波形フェルト層７２１と波形フェルト層７２２の間にある鏡映面ＳＥに関して非対称で配
置されている。ここで、中間の島状部として構成され、フェルトパネル７０２の嵩高領域
Ｖにより囲まれている２つの島状領域ＩＢ２，ＩＢ３は、上層ＯＳを構成する平面フェル
ト層７１１が、下層ＵＳを構成する平面フェルト層７１２に向かって下方向にプレスされ
ているように構成されている。２つの島状領域ＩＢ２，ＩＢ３は、下層ＵＳは変形しない
ままであり、波形層７２１，７２２が下層ＵＳ上に平らにプレスされており、上層ＯＳは
変形して、それぞれの島状領域ＩＢ２，ＩＢ３内で上側波形層７２１上に平らに広がるよ
うにかなり深く引き込まれているように構成されており、４つの層７１１，７１２，７２
１，７２２は全てともに接合されている。第２島状領域ＩＢ２と第３島状領域ＩＢ３はそ
れぞれ、片側ポケットＴＡ２ｃ，ＴＡ３ｃとして構成されている。
【００３７】
　図１９は、構成が図１に示されている第１壁要素に相当する第１６壁要素７５１の部分
斜視図を示したものであり、フェルトパネル７５２は形状がアーチ形である。ここでフェ
ルトパネル７５２は、波形フェルト層７７１の上側頂点線７７１ｃ又は下側頂点線７７１
ｆに平行な軸ａを中心としたアーチ形である。フェルトパネル７５２が軸ａを中心に湾曲
した状態である場合に、上層ＯＳつまり７６１と波形フェルト層７７１との間、及び波形
フェルト層７７１と下層ＵＳつまり７６２との間のみで接続されることが好ましい。
【００３８】
　フェルトパネルの少なくとも１つの島状領域内に、及び／又は、少なくとも１つの嵩高
領域内に、少なくとも１つの開口又は１つの穿孔を有するようにしてもよく、この場合、
フェルトパネルにより形成された壁要素は、例えば少なくとも１つの掛け具、例えばねじ
、釘、又は鉤によって固定することができる。
【００３９】
　上述の壁要素は、特にピンボードとして、及び／又は、間仕切りとして、使用すること
が意図されている。
　図２０ａ～２０ｌは、壁要素又はこれらの壁要素の個々の層の別の変形実施形態を模式
的に示したものである。
【００４０】
　図２０ａは、全てのフェルト層が次々と平らに重なり、接合されている領域内において
、押圧された箇所を有する壁要素を示している。このように、壁要素は、個々のフェルト
層の集合体によって強化されている。必要に応じて、押圧された箇所にノッチの形態で開
口が設けられ、これにより、壁要素をこのようにして脆弱化することなく、壁要素の光透
過性が実現される。
【００４１】
　図２０ｂは、断面が台形状の波形フェルト層として形成されており、かつ、頂点線が頂
上面によって形成されている、波形フェルト層を単独で示したものである。このような断
面が台形状の波形フェルト層は、図２０ｃ～２０ｌに示されている他の壁要素において使
用される。
【００４２】
　図２０ｃは、断面が台形状の２つの波形フェルト層で形成されている壁要素を示したも
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のであり、２つの波形フェルト層は、一方が他方の形状に嵌まるように重ねられ、異なる
部分において異なるプレス力を用いて接合されている。これは、２つのフェルト層の各頂
上面を２つのフェルト層の対向する斜面よりも小さい圧力で接合することにより実現され
ているため、壁要素は頂上面の領域が斜面の領域よりも厚くなっており、具体的には、頂
上面の領域の厚さは、斜面の領域の厚さの少なくとも１．５倍、好ましくは２倍である。
これにより、優れた防音性を有する壁要素が製造される。さらに、この壁要素を２つの平
面フェルト層の間に組み込むことによって４層壁要素も提供され、該４層壁要素は、平面
フェルト層によってその幾何学的形状にて安定化されている。
【００４３】
　図２０ｄは、図２０ｂで示したような波形フェルト層と、上面と下面に配置された２つ
の平面フェルト層とで形成された別の壁要素を示したものであり、波形フェルト層はその
頂上面によって、上側平面フェルト層と下側平面フェルト層とに接合され、これにより波
形フェルト層の幾何学的形状が安定化される。
【００４４】
　図２０ｅは、図２０ｂに相当する波形フェルト層を２つ用いて形成された壁要素を示し
たものである。これらのフェルト層はそれぞれが、頂上面の部分で互いに位置が合致する
ような方向を向いているため、両層の間には、互いに平行に延びる、断面が六角形の空洞
が形成される。ここでも同様に、上側被覆層と下側被覆層として所定の位置に置かれて、
頂上面の領域内で上述の構造体に接合される２つの平面フェルト層を追加することによっ
て、壁要素のさらなる安定化が必要に応じて得られる。
【００４５】
　図２０ｆは、平面フェルト層が２つの波形フェルト層の間に配置され、中空の管状部を
半分に分割している点において図２０ｅに示されている壁要素とは異なる、別の壁要素を
示している。
【００４６】
　図２０ｇは、２つの波形フェルト層が互いにずらして配置されており、平面フェルト層
に対して交互に空洞が形成されているが、各空洞の経路は互いに対して平行な配向が保た
れている点において図２０ｆに示されている壁要素とは異なる、別の壁要素を説明してい
る。
【００４７】
　図２０ｈは、２つの波形フェルト層が、壁要素に対して垂直な垂直軸を中心にして、互
いに対して９０°回転した位置にある点において図２０ｆに示されている壁要素とは異な
る、別の壁要素を示している。
【００４８】
　図２０ｉは、２つの波形フェルト層が、壁要素に対して垂直な垂直軸を中心にして、互
いに対して９０°回転した位置にあり、かつ、上側波形層が音響特性や光学特性を変える
開口を有している点において、図２０ｆに示されている壁要素とは異なる、別の壁要素を
示している。
【００４９】
　図２０ｊは、波形フェルト層の間に、中層として、別の波形フェルト層が配置されてお
り、該別の波形フェルト層が、壁要素に対して垂直な垂直軸を中心にして、上側及び下側
波形フェルト層に対して９０°回転した位置にある点において、図２０ｅに示されている
壁要素とは異なる、別の壁要素を説明している。
【００５０】
　図２０ｋは、波形フェルト層の間に平面フェルト層がさらに配置されており、この平面
フェルト層によって、個々の層の間の接続に利用できる表面がこのようにして増えるため
、壁要素が安定する点において、図２０ｊに示されている壁要素とは異なる、別の壁要素
を説明している。
【００５１】
　図２０ｌは、上側波形層と下側波形層が、図２０ｇに示されている実施形態と同様に互
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の壁要素を説明している。
【００５２】
　図２０ｆ～２０ｌに示されている各実施形態においても、上側被覆層及び下側被覆層と
して利用され、頂上面の領域において上述の構造体に接合される、２つの平面フェルト層
を追加することによって、壁要素をさらに安定させてもよい。
【符号の説明】
【００５３】
１…壁要素、２…フェルトパネル、１１，１２…平面フェルト層、２１…波形フェルト層
、２１ａ…上面、２１ｂ…波形の頂部、２１ｃ…上側頂点線、２１ｄ…下面、２１ｅ…波
形の谷部、２１ｆ…下側頂点線、ａ…軸、Ｈ…空洞、ＩＢ１～ＩＢ３…島状領域ＩＢ１，
ＩＢ２，ＩＢ３、ＭＳ…中層、ＯＳ…上層、Ｒ…周縁領域、Ｒａ…周縁領域（３辺）、Ｒ
ｂ…開放周縁領域、ＳＥ…配置された鏡映面ＳＥ、Ｓ５５２…５５２の辺、Ｓ６０２ａ，
Ｓ６０２ｂ…６０２の辺、Ｔ…支持部、ＴＡ２ａ，ＴＡ２ｂ…ＩＢ２の両側ポケット、Ｔ
Ａ２ｃ…ＩＢ２の片側ポケット、ＴＡ３ａ，ＴＡ３ｂ…ＩＢ３の両側ポケット、ＴＡ３ｃ
…ＩＢ３の片側ポケット、Ｕ…外縁、ＵＳ…下層、Ｖ…嵩高領域、５１…壁要素、５２…
フェルトパネル、６１，６２…平面フェルト層、７１…波形フェルト層、１０１…壁要素
、１０２…フェルトパネル、１１１，１１２…平面フェルト層、１２１，１２２…波形フ
ェルト層、１２１ｆ…下側頂点線、１２２ｃ…上側頂点線、１５１…壁要素、１５２…フ
ェルトパネル、１６１，１６２…平面フェルト層、１７１，１７２…波形フェルト層、２
０１…壁要素、２０２…フェルトパネル、２１１～２１４…平面フェルト層、２２１，２
２２，２２３…波形フェルト層、２２１ｆ…下側頂点線、２２２ｅ…上側頂点線、２５１
…壁要素、２５２…フェルトパネル、２６１～２６４…平面フェルト層、２７１～２７３
…波形フェルト層、３０１…壁要素、３０２…第７フェルトパネル、３１１～３１６…平
面フェルト層、３２１～３２５…波形フェルト層、３５１…壁要素、３５２…フェルトパ
ネル、３６１～３６６…平面フェルト層、３７１～３７５…波形フェルト層、４０１…壁
要素、４０２…フェルトパネル、４１１…平面フェルト層、４５１…壁要素、４５２…フ
ェルトパネル、５０１…壁要素、５０２…フェルトパネル、５１１…平面フェルト層、５
２２…フェルトパネル、５５１…壁要素、５６１，５６２…平面フェルト層、５８１…台
、５８２，５８３…ロッド、６０１…壁要素、６０２…フェルトパネル、６３１，６３２
…ロッド、６３１ａ，６３１ｂ…６３１の端部、６３２ａ，６３２ｂ…６３２の端部、６
５１…第１４壁要素、６５２…フェルトパネル、６６１，６６２…平面フェルト層、６７
１，６７２…波形フェルト層、７０１…第１５壁要素、７０２…壁要素、７１１，７１２
…平面フェルト層、７２１，７２２…波形フェルト層、７５１…第１６壁要素、７５２…
フェルトパネル、７６１，７６２…平面フェルト層、７７１…波形フェルト層、７７１ｃ
，７７１ｆ…上側／下側頂点線。
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